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２０１４年７月２５日

東北大学大学院工学研究科・教授

インフラマネジメント研究センター長

久 田 真

東北地方のコンクリート構造物の

長寿命化について

コンクリートメンテナンス協会 仙台フォーラム

◆ 社会資本を取り巻く情勢
世界，日本と東北地方の現状
大きな変革の波と地方自治体

◆ 計画策定後の「次の一手」

◆ 東北大学インフラマネジメント研究センターについて
設立の経緯，国交省との協定など
活動の概要

東北地方のコンクリート構造物の長寿命化について

2

社会資本を取り巻く情勢

世界，日本と東北地方の現状

社会資本（インフラ）の老朽化は国際的な重要案件

笹子トンネル崩落事故
（2012年12月）

米国・ミネアポリス崩落事故
（2007年）

木曽川大橋破断事故
（2007年）

水道管の老朽化による道路陥没
（年間5000件以上）

自然災害の大規模化，激甚化
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日本の危機的状況は，もはや米国の後塵ではない

施設の老朽化 （モノ）

人口の高齢化 （ヒト）

予算の減少 （カネ）

5

引用：

財務省主計局
「社会資本整備をめぐる現状と課題」，2012年11月

国土審議会調査改革部会
「国土の総合的点検」，2004年5月

補助事業の総合交付金化検討（平成21年～）

長寿命化修繕計画補助事業 （国土交通省・平成19年～）

都道府県 →  平成23年までの措置

市区町村 →  平成25年までの措置 （本年度）

橋梁長寿命化修繕計画の課題

6
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補助事業の総合交付金化検討（平成21年～）

東日本大震災（平成23年3月11日＋余震）

長寿命化修繕計画補助事業 （国土交通省・平成19年～）

都道府県 →  平成23年までの措置

市区町村 →  平成25年までの措置 （本年度）

橋梁長寿命化修繕計画の課題
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＜震災後の橋梁の状態＞

健全で軽微な損傷の構造物

健全で重篤な損傷の構造物

老朽化した軽微な損傷の構造物

老朽化した重篤な損傷の構造物

健全な構造物

老朽化した構造物

津波地震

津波の被災履歴の有無により，構造物の健全度が複雑化

修繕計画の策定の途中であった地方自治体は
この複雑さに対応できるか？

東日本大震災で何が起こったか？
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老朽化

地震被害

供用再開

架替え

何が起こったか？ 高規格道路のコンクリートの砂利化

積雪寒冷地域の高規格道路において、コンクリート床版の
表面が砂利のように細粒化する砂利化現象が顕在化

【健全部】 【砂利化部】

車両走行安全性の低下 ⇒ 重大事故発生の恐れ

砂利化に対する適切な対応策の構築は急務
10

陥没による損傷事例 ～きみまち大橋～

11

復興事業の本格化

三陸道・仙台石巻線

想定外の交通量

大型車の激増

予想以上の損傷の進行

復興に不可欠なインフラにも保守が必要
12
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東北地方のインフラに何が起こったか？東北地方のインフラに何が起こったか？

インフラの老朽化

東日本大震災による突発的なダメージ

厳しい寒さによる日常的なダメージ

社会資本を取り巻く情勢

大きな変革の波と地方自治体

補助事業の総合交付金化検討（平成21年～）

東日本大震災（平成23年3月11日＋余震）

長寿命化修繕計画補助事業 （国土交通省・平成19年～）

都道府県 →  平成23年までの措置

市区町村 →  平成25年までの措置 （本年度）

橋梁長寿命化修繕計画の課題
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橋梁長寿命化修繕計画の課題

笹子トンネル崩落事故
（平成24年12月2日）

総点検要領
（国交省・道路局，平成25年2月）

16

近接目視の義務化
（国交省・道路局，平成26年4月）

道路の老朽化対策の本格実施に関する提言

社会資本整備審議会 道路分科会（２０１４年４月１４日）

17

インフラ老朽化対策の最近の動向 インフラ老朽化対策の最近の動向

公共施設等総合管理計画の策定要請

総務省（２０１４年４月２２日）

18
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公共施設等総合管理計画の策定要請

総務省（２０１４年４月２２日）

19

インフラ老朽化対策の最近の動向

NHK特集
「コンクリート
クライシス」

1984 1988 2001 2004

橋梁点検要領
橋梁定期点検

要領

土・コン示
維持管理2001

土・構造工学
LCMガイドライン
2013年7月

土・コン示
維持管理2013
2013年10月

総点検要領
2013年2月

笹子トンネル
事故

木曽川大橋破断

2007 2012
2013

2013年度中に全ての
自治体で完了目標

維持管理に関する主な系譜 （１）

修繕計画補助事業

20
東日本大震災 （２０１１）

2014

維持管理に関する主な系譜 （２）

21

道路法施行規則の
一部を改正する

省令
2014.3.31公布

総点検要領
（2013.2）

港湾の施設の
技術上の基準を
定める省令
2013.11.29公布

港湾の施設の
点検診断
ガイドライン
2014.6

定期点検要領
2014.6

群馬県
道路メンテナンス
会議の設置
（2014.3）

公共施設等総合管理計画の
策定要請 （2014.4.22）

道路の老朽化対策の
本格実施に関する提言
（最後の警告）
2014.4.14

各県・道路メンテナンス
会議の設置
2014.5～6

５年おき点検の
義務化
2014.7

計画策定後の 「次の一手」

計画策定後の「次の一手」

◆中長期的な基本方針

自治体の将来像，住民の理解/参加，担当者の継続性

◆計画の更なる合理化，効率化

予算の強靭化？（確保/執行/修正），市場性確保

◆計画を策定・実施して見えてきた課題への対応

点検情報の利活用，修繕効果の評価，解体・更新技術

◆橋梁以外のインフラへの展開

部署間，他自治体，県，国，インフラ管理者との連携

中長期的な基本方針 ＜自治体の将来像＞

◆自治体それぞれの課題

少子高齢化への対応 （税収，適正なインフラ数）

◆住民の理解／参加

例えば「橋守」の責任と権限，費用負担などに対する

制度設計はどのようにしたら良いのか？

住民参加 ⇒ 地域コミュニティの保持

維持管理の重要性の理解
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計画の更なる合理化 ＜予算＞

◆国の施策にも「春」と「冬」がある

予算の増減に応えられるように・・・柔軟な予算戦略を

これだけ施策を掲げたら，その後は・・・？

◆平準化させないといけないのは・・・

平準化させるべきなのは予算だけではありません

点検や修繕の実施時期など，ある時期に突出して

業務をこなすような計画はいかがなものでしょうか？

計画の更なる合理化 ＜予算＞

◆国の施策にも「春」と「冬」がある

予算の増減に応えられるように・・・柔軟な予算戦略を

◆平準化させないといけないのは・・・

平準化させるべきなのは予算だけではありません
点検や修繕の実施時期など，ある時期に突出して
業務をこなすような計画はいかがなものでしょうか？

◆担当者の継続性

配置換えもやむを得ませんが・・・
引き継ぎは情報だけでなく，マインドの継承を！

新しい課題への対応 ＜点検情報の活用＞

◆各自治体の状況の理解
地勢 （豪雪/雪なし，海水飛沫の有無，凍結防止剤散布
の有無，冬期閉鎖区間の有無，及びこれらの相関性など）
を理解し，県内で，自分の自治体がどのような地勢である
かを知ることは，長寿命化を進化させる上で重要

◆管理橋梁の状況
橋梁数，規模，主材料，構造形式，橋齢，及びこれらの
相関性など．主旨は上記と同様

◆管理区分，修繕区分などの考え方
他の自治体の区分を知ることも，今後の精査に重要

2005年 2010年5年

２つの時系列データより・・・

◆損傷の進行は，予想通りだったか？それよりも早かったのか？

◆手遅れになっていないか？

◆鋼とコンクリートで進行の度合いは同じか？異なるのか？

◆2巡目の点検で留意することは何か？（同じアングルでの情報）

◆蓄積される点検情報（主に外観写真）をどう使いこなすか？

新しい課題への対応 ＜修繕効果の検証＞

修繕前 修繕後

◆外観上の修繕が達成されたかどうか，だけではない．

◆原因は取り除かれているか？

◆再発の可能性は？

新しい課題への対応 ＜付帯設備について＞

崩落箇所は付帯設備

学会の示方書類も本体の設計や
安全性について言及
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新しい課題への対応 ＜付帯設備について＞

橋梁の場合・・・

上部工と下部工の境界 ⇒ 支承

本体と路肩の境界 ⇒ 踏み掛け版

上部工下面の導水管に堆積した落葉や雑草の繁茂

点検路の確保

など

インフラマネジメント研究センター

設立までの経緯

国土交通省との連携・協力体制の確立

インフラ老朽化への
対応の遅れ

震災により損傷した
インフラへの対応

東北地方の厳しい気象条件も考慮すると，インフラの
維持管理に対応する技術拠点の構築は喫緊の課題

2012年3月5日 建設通信新聞

経済産業省事業
「平成２３年度補正予算ＩＴ融合による
新産業創出のための研究開発事業
（産学官ＩＴ融合コンソーシアム拠点
の整備）」

ＩＴ融合による被災地のインフラ復旧支援と技術拠点の形成・展開

ＩＴ融合による被災地のインフラ復旧支援と技術拠点の形成・展開

経産省プロジェクトの発展形として展開

東北インフラ・イノベーション・コンソーシアム
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2013年3月16日 日刊建設工業新聞

第4回橋梁保全シンポジウム

（2013年1月17日）

技術拠点設置の構想

２０１２年１０月２４日～２５日

東北インフライノベーションコンソーシアム

２０１３年６月５日～６日

東北大学インフラマネジメント研究センター準備室

ＥＥ東北におけるニーズの把握とＰＲ活動

２０１４年６月４日～５日

東北大学インフラマネジメント研究センター

（東北地方のインフラの維持管理支援技術拠点）

モデル自治体を対象としたインフラ維持管理支援の試行

39

現場研修

点検ポイント解説

モデル自治体 ： 山形県上山市 （平成25年度 支援モデル自治体）

実施内容： ①橋梁点検のポイント解説

②上山市の管理橋梁分析

③現場研修

管理橋梁分析

東北大学と東北地方整備局との
連携・協力に関する協定

○建学以来の伝統である「研究第一」と「門戸開放」の理念
を掲げ、世界最高水準の研究・教育を創造する

○「実学尊重」の伝統を踏まえて、産学連携を推進し、大学
所蔵の図書・学術資料・施設等の知的資源・財産の社会的
有効活用を図る

○東日本大震災に対して、全学を挙げて教育・研究機能の
回復に努めるとともに、創立以来の伝統と精神を礎に東北
の復興、日本の再生に向けて取り組む

○国土計画等の企画、立案、推進、調査及び調整

○国の骨格となる社会資本の整備・管理

○国際交流・物流ネットワーク整備

○広域的な災害・危機管理対応

○各種技術開発、コスト縮減等

連携
協力

人材育成、知の深化と発展 継続的な専門力の向上

研究活動の普遍性と汎用性の向上

広範囲な教育・研究面の向上、地域社会への貢献

社会資本の整備・管理の質・効率の向上

安全・安心の確保、地域活性化・強靭化を推進

東北地方の発展に寄与

世界最高水準の研究・教育を創造し、平和
で公正な人類社会の実現に貢献するための
教育研究活動を推進

国家的・広域的見地に立った社会資本の整
備・管理及び災害・危機管理対応

東北大学 東北地方整備局

40

東北大学と東北地方整備局との連携・協力に関する協定

２０１３年１２月１９日 河北新報

２０１３年１２月１８日 締結

インフラマネジメント研究センター 開所式

２０１４年１月１６日 河北新報

２０１４年１月１５日開所式
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センターと地方自治体等との連携・協力に関する協定

山形県上山市
（２０１４年３月１９日締結）

山形新聞（3/20）

宮城県岩沼市
（２０１４年３月１９日締結）

河北新報（3/20）

２０１４年 ３月 協定締結
東日本高速道路（株）東北支社
ネクスコエンジニアリング東北（株）

インフラマネジメント研究センター 開所記念シンポジウム

２０１４年２月２０日

【センターの概要】

インフラマネジメント研究センター センター長

久田 真

【記念講演 話題提供】

全国の橋梁の維持管理について

一般財団法人橋梁調査会 専務理事

西川 和廣 氏

東北地方の道路の維持管理について

国土交通省東北地方整備局 道路部 道路保全企画官

佐々木一夫 氏

仙台市下水道のインフラ維持管理の取組みについて

仙台市建設局 下水道経営部 企画課

水谷 哲也 氏

長崎県における人材育成の取組みについて

長崎大学工学部インフラ長寿命化センター センター長

森田 千尋 氏

インフラマネジメント研究センター
開所記念シンポジウム
（ ２０１４年２月２０日）

インフラマネジメント研究センター 開所記念シンポジウム インフラマネジメント研究センター ＵＲＬ

http://infra-manage.org/

連携・協力に関するその他の大学の動向

東北学院大学
（２０１４年１月２８日締結）

山形新聞（1/29）

東北工業大学
（２０１４年２月１８日締結）

河北新報（2/19）

インフラマネジメント研究センター

活動の概要と位置付け
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◆センターは、インフラの維持管理から資源循環までの情報、

データ、対策等を蓄積し、集積・高度化を図るとともに広域的な

技術流通の仕組みを備えた技術拠点を形成。

◆国が保有する社会資本の維持管理に関するデータを共有し、

分析し，その成果を東北６県の社会資本の管理業務に寄与する

。特に、技術者が少ない地方自治体（市町村）の維持管理業務

を支援。

◆その他、NEXCO、JRなどの特定の社会資本の管理者とも協定

を進め、さらなる支援体制を構築。

インフラマネジメント研究センター

◆地方自治体（市町村）の維持管理業務を支援を通じて、地域

の技術者を育成。

◆道路、河川、下水道などの公共的な社会資本の維持管理、長

寿命化等の社会資本のメンテナンス及び更新、再利用等の社

会資本の資源循環に関する研究、開発を推進。

◆同様の取組みを推進している他地域のプロジェクトグループ

と連携（地域ICTプロジェクト等）し、東北地方の社会資本の維持

管理をさらに進め、当該地域の社会資本の安全・安心を確保。

インフラマネジメント研究センター

医療における連携体制

総合医療センター

患 者

主治医

学協会

専門病院

大学病院 医療
ネットワーク

相談
支援

支援

連携

連携

連携

連携

相談

維持管理
ネットワーク

相談
支援

支援

連携

連携

連携

連携

相談

情報
共有

包
括
協
定

東北・拠点大学

弘前大，八戸工業大，岩手大，秋田大，
秋田県立大，東北大，東北学院大，日大

東北・地方自治体

県，政令市，市町村

構造物管理者

NEXCO東日本，ネクスコエンジ東
北，JR東日本，等

事例報告
点検データ，等

学協会

土木学会，日本コンクリート工学
会，地盤工学会，等

研究論文，等
収集

収集

東北大学インフラマネジメント研究センター
～ 平成２６年度からの実稼働イメージ ～

国土交通省
東北地方整備局
東北技術事務所

各種検討委員会

橋梁保全に関する「官・
学連携」連絡会

橋梁保全シンポジウム

東北６県・仙台市
橋梁保全連絡会議

相談窓口

点検・対策支援
自治体向け研修会
データベース構築

東北大学
インフラマネジメント
研究センター

① 自治体支援

② 人材育成

③ 調査・研究

インフラ

東北大学インフラマネジメント研究センター
～ 平成２６年度からの活動内容 ～

修繕計画の合理化・効率化支援

インフラ維持管理に関する個別案件への対応

自治体への出張研修

人材育成システムの構築

メンテナンスエキスパート養成のための制度設計

インフラの維持管理DB構築と利活用に関する研究

東北地方特有の損傷劣化のメカニズムの整理・解明

効果的な補修・補強等の対策技術の調査・研究

解体・更新の方法論に関する調査・研究

被災履歴のあるインフラの健全度評価手法の構築

自治体支援

人 材 育 成

調査 ・ 研究

ご静聴ありがとうございました

今後とも，皆様方のご支援を

何卒，宜しくお願い申し上げます


